
　

議案（9）　　　　　　　令和４年(2022年）度　同窓会運営方針

～　会員間の相互支援・交流と親睦の維持　～

　◇　新型コロナウイルス感染予防の動向を見極めながら、感染予防に徹し、活動を展開していく。

１．　会員の夢実現に向けた支援体制の維持 

　　　    発信の継続に努める。（同窓会ホームページの活用や役員会における報告など）

　（２）　活動に対する「後援申請」をはじめ、会員からの要望・支援要請に応じる。

　（３）　生涯現役夢追塾との連携と相互支援の継続に努める。

　　　　 会員への周知に努める。

　（５）　いきがい活動ステーションおよび夢追いサポートセンターからの情報は、各期連絡員を通じて

　（４）　北九州市、社会福祉協議会、市民センターなど、地域と連携し、

　　　　 同窓会活動全般にわたり、支援・協力を得やすい環境維持に努める。　　　

　（１）　役員会は、その主題を「同窓会事業の運営に係る内容、方針の確認」とし、

　　　　　「同窓会運営のあり方」についても、検討課題として取り組んでいく。

　（６）　一年間の運営を通して、持続可能な同窓会のあり方、運営のあり方について、会員の意見を

　　　　 集約し議論を重ねつつ、よりよい運営体制を追求する。

２．　同窓会主催による会議の運営（役員会・事務局会議・その他）

　　　市、および社会福祉協議会からの要請のもと、会員各位の自主的なボランティアでの参加とする。

　　　　　例：北九州マラソンボランティアなど

　　（事業内容）

同窓会を取巻く現状と会員の意見を集約した
活動に内容を見直していく予定。

未　定 会場は2023年5月で予約する予定。

　（１）　事務局・役員会・広報委員会の連携体制を維持し、同窓会員の活動についての情報の収集と

４．　北九州市、社会福祉協議会が主催する行事への協力、参加

項　　　　　目 実　　施　　日 備　　　考

　（３）　役員会の出席者は、必ずしも毎回各期会長である必要はないものとする。

　（４）　事務局会議は、必要の都度、開催することとする。

　（５）　同窓会主催による会議の出席者に対しては、交通費補助を実施する。

３．　同窓会の目的達成のための事業の推進

　　　 　出席者は、コロナ禍における感染予防のため各期１名のみを原則とする。

　（２）　役員会は、原則として会長が必要と認めたとき（不定期）の開催とし、

1 夢追いすてきな仲間たち2022 未　定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

※　同窓会内の連絡体制

　（１）　会員からの連絡相談は都度、各期ごとに取り纏め、必要に応じて役員会に上申とする。　

　（２）　申し出事項については、会長を含む事務局内で検討し、対応を決定する。（役員会審議など）

　（３）　同窓会内の連絡は、事務局から、各期の連絡委員に依頼する。

　（４）　各期の連絡委員は、それぞれの連絡網によって、連絡事項の周知徹底を図る。

2 第１５回　同窓会定期総会・懇親会


